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第25回新潟 画像 医学研究会

日 時 平成311:･6H8Llしい

午後2時より

会 場 新潟大学医学部 太講義室

Ⅰ. 一 般 演 題

考えられる多形性腺腫の 旦例

萩原 和夫尊称 孝文

捌 蜘 珊 東館 ∈窓粘 叢漂叢部)伊藤 寿介

傍咽頭鰹をこ発育する疲癌は放校的まれでありその原発

組織tJl･r))FTl定も容易ではなし､十言われている.

今l現生々 は CT Lsiこllogr.,lPhy)の所見かLL,二fT-ド腺深

養由来と考えられる多形性腺鹿の一例を経験した.

｣症例1患者は78歳.女性..初診よりlカJ~J程前(･T)義

歯基音時,石歌ll蓋の腫脹を指摘された.耳 舟科でトト炎

症を疑われ化学療法を施行されたが症状は軽快 しなかっ

た.同医より新潟大学歯学部LI陛外科を紹介され 1991

年3月6t.1初診 した. 初診時.JlJ軟｢~､】蓋よ;)咽頚部に

かけて 20＼20mm の境界明瞭な腫境を認めたか傾面L'!)

腫脹は認めtL)かなかった.Cl'所見では右傍咽頭陸に ニi()

×40mm,頓n形の Iesi()nを認めその昔 卜腺側LT)･･一部

および咽頭側に ･闇の透過帯を識別できた.敢【J蓋部よ

り openbiopsyを施行し病坪診断は多汁珊--.腺腫であー〕

た.

〔考察1傍咽頚肝に発育する多形性腺腫LT)由来は主と

して耳下腺深紫,′ト唾液腺,迷入唾液腺が考え上∴一才lるが

-一般iこ耳下腺深紫由来の多形性腺腫ではけ卜腺部もしく

は顎下部の腫脹を認め瞳壕は "あれ卜型"を呈すること

が多いとされている. 本症例では臨昧所見および CT-

所見かLl)′ト唾液腺,或いは迷入唾液腺が碇わ,わたが,(T

(sialogt･aphy)では耳下腺管から注入さかた造影剤か傍

咽頑腔深くlesiorlを取E)囲むようにのびている所見が

得られ耳下腺深菓由来であると考えられた.

例を経験 した.

･その原発部位についての判定は困難であったが C1､

(sialogT･aPhy)の所見では耳下腺深薬由来であること_が

示唆された.

21CT iこよる [二顎癌 と上顎郎同失い比較
-骨破壊 と浸潤部位をこついて--

-∴ 言 -､:.･ ∴ :1.∴ .

t二顎痛は,_l∴顎に発生する他の疾患と比較 した場合,

骨破壊の存在と周囲観繊-の浸潤が特徴である.本報告

では､CT を対孔､て L顎癌の骨破壊部位.浸潤部位の特

粍性L')有無に1いて検討した.また上顎洞炎でも,Le･LF

しぼ骨破壊を墨することから,上顎癌と上顎洞炎とで骨

破壊(!汀ヒ較検討をした.

顎洞炎L')')や',Lf争破壊を呈した2(潮 である.骨破壊部位は

L-_顎洞の前壁,鼻腔側壁.後外側壁.眼藩政,洞底J)5

-°)のt勘二一一いて.腫壕n浸潤に-,いては.TNM /I)頓に

したがい歯胤 項部皮下,側頭 円私 箱骨洞.蝶形骨洞.

鼻咽腔.眼;軌札 貿口蓋嵩,軟[】患,頭蓋底に-ついて検

討した.その結果,1)上顎癌の骨破壊部位をこ特異性は

なかった.が 上顎癌の浸潤部位をこ特巣性はなかった.封

上顎癌は上顎洞衆と比較 し, 上顎溺司襖外側壁の骨破壊

が多か--､た.Ll) 卜顎痛は上顎洞炎(i:.fヒ較 し,上顎洞骨

壁の2壁以上の骨破壊が多かった.

鞍部類上皮腫の ま例

二 _ l - - '.∴ : -il.≡伊藤 寿介
西原褒美予 e武門1 敬子 (新潟大学放射線科)

Mfく1の rl､1強調画像で肺癌全体が電信Fi-;ヰ 呈した傍

鞍部紫上皮腰につき画像所見を報告し検討を加えた事症

例は38歳女性.CT では腫噛全f本が脂肪の濃度を示し,

MRIの ′1'1強調像では高f詔十亡弟-､た. 17-1T~り ン密

度強調像では高信号〔Tlrf~丁に舵f討手部/I)が混在していた.

T2強調像では等信号を示す腫場内に低.高倍弓･部分が

混在し,ケミカルシフト･ア-ティファタトによる低信

号帯を伴っていた.画像所見からぼ平鹿魔が考えられた

が病坪学的診断は轍上皮腫であ-･_,た.通常頓上皮腫は内

容物がコレステ日ソ結晶を含むケラチソデブリスからな

i),Cr.MltIJ二も脳脊髄液に近し､濃度や信号強度を示

チ. しかし腫場内の液状部分が Tl強調像で高信号と

なった例や,内容物のケラチソデブリスが変性して fre e 争

cholesteroトlike-1ipidが多くなったたれ こTl強調像

で高信号を皇したと考えられる例が報告されており,本

例も後者の機序をこより Tl強訴像で商信号を示したと


